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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
精
神
障
害
犯
罪
者
に
対
す
る

刑
法
上
の
処
分

｜
｜
二
O
O
八
年
の
刑
法
一
部
改
正
に
つ
い
て
｜
｜

坂

田



は
じ
め
に

改
正
案
の
内
容

改
正
の
背
景

四

改
正
草
案

五

改
正
法
の
成
立

_L.  

ノ、

お
わ
り
に



は
じ
め
に

い
わ
ば
断
片

こ
れ
ま
で
筆
者
は
折
に
触
れ
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
精
神
障
害
犯
罪
者
に
対
す
る
刑
法
上
の
処
分
に
つ
い
て
、

的
に
述
べ
て
き
た
。
平
成
一
九
年
政
府
内
部
で
そ
の
改
正
の
た
め
の
覚
書
が
公
表
さ
れ
、
そ
の
後
平
成
二

O
年
三
月
に
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
政
府
が
、
精
神
障
害
犯
罪
者
に
関
し
て
二
つ
の
法
律
改
正
提
案
を
議
会
に
提
出
し
た
。
そ
の
一
は
法
務
省
か
ら
の
も
の
で
刑
法
の

一
部
改
正
を
、
そ
の
二
は
社
会
省
か
ら
の
も
の
で
精
神
医
学
的
強
制
保
護
に
関
す
る
法
律
と
法
精
神
医
学
的
保
護
に
関
す
る
法
律
の

仁）

改
正
を
、
そ
れ
ぞ
れ
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
二
個
の
改
正
提
案
の
う
ち
刑
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
筆
者
の

スウェーデンの精神障害犯罪者に対する刑法上の処分（坂田

手
許
の
資
料
の
範
囲
で
、
不
充
分
な
が
ら
紹
介
し
、
こ
れ
を
本
塾
創
立
一
五

O
年
記
念
法
学
部
論
文
集
に
寄
稿
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

注
で
使
用
す
る
資
料
の
略
語
は
以
下
の
と
お
り
o

p
J
U
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内
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書
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刑事法慶躍の法律学

坂
田
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
『
刑
事
訴
訟
事
件
に
お
け
る
法
精
神
医
学
的
調
査
に
関
す
る
法
律
』
」
法
研
五
六
巻
一
号
九
一
頁
以
下
（
昭
和
五
八
年
）
、

同
「
精
神
医
学
的
強
制
保
護
に
関
す
る
法
律
（
仮
訳
）
」
法
研
七
六
巻
五
号
八
五
頁
以
下
（
平
成
一
五
年
）
、
及
び
、
同
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
「
法
精
神

医
学
的
保
護
に
関
す
る
法
律
』
及
び
「
法
精
神
医
学
的
調
査
に
関
す
る
法
律
」
（
仮
訳
）
」
法
研
七
六
巻
九
号
六
八
頁
以
下
（
平
成
一
五
年
）
は
、
そ

れ
ぞ
れ
法
律
の
全
訳
で
あ
る
。
ま
た
、
同
「
犯
罪
者
処
遇
の
思
想
」
九
七
頁
以
下
（
慶
麿
義
塾
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
九
年
）
、
及
び
、
同
「
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
制
裁
制
度
」
犯
罪
と
非
行
一
二
五
号
二
二
九
頁
以
下
（
平
成
二
ハ
年
）
は
、
制
裁
制
度
の
一
部
と
し
て
精
神
障
害
犯
罪
者
の
処
遇
を
紹
介

し
て
い
る
。
同
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
犯
罪
防
止
委
員
会
報
告
書
概
観
（
一
九
九
三
年
）
」
法
研
六
八
巻
七
号
一

O
八
頁
以
下
（
平
成
三
年
）
は
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
精
神
障
害
者
保
護
法
制
の
歴
史
を
。
芯
ロ
項
目
－
－
湖

zg伶
因
。
－
m
g
g
p
円。月間
M
4
w
s
s
p
同〈酔ロ∞
o
g
n
F
E
m
m
p
z。
E
a仲間］ロロ全
F
3
β

mm－
＝
ー
訟
に
基
づ
い
て
要
約
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

（

2
）
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改
正
案
の
内
容

政
府
が
議
会
に
提
出
し
た
刑
法
の
改
正
法
律
案
の
主
た
る
内
容
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

1
．
刑
法
二
九
章
三
条
一
項
二
号
を
以
下
の
よ
う
に
改
正
す
る
こ
と
。

第
三
条

刑
罰
価
値
の
判
断
の
際
の
減
軽
事
情
と
し
て
は
、

一
定
の
場
合
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
と
も
に
、
特
に
以
下
の

事
項
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
罪
が
他
の
者
の
重
大
な
挑
発
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
か
、

二
、
被
告
人
が
深
刻
な
精
神
障
害
の
結
果
、
行
為
の
内
容
を
洞
察
し
も
し
く
は
そ
の
洞
察
に
自
ら
の
行
動
を
適
合
さ
せ
る
能
力
を
強
く



減
殺
し
て
い
た
か
又
は
被
告
人
が
精
神
障
害
、
意
識
の
動
揺
の
結
果
、
又
は
そ
の
他
何
ら
か
の
原
因
で
、
自
ら
の
行
為
を
統
制
す
る

能
力
を
著
し
く
減
殺
し
て
い
た
か
、

三
、
被
告
人
の
行
動
が
被
告
人
の
発
達
、
経
験
又
は
判
断
能
力
の
明
ら
か
な
不
足
と
結
合
し
て
い
た
か
、

四
、
罪
が
強
烈
な
人
間
的
な
同
情
心
か
ら
生
じ
て
い
た
か
、
又
は

五
、
行
為
が
無
罪
と
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
第
二
四
章
に
定
め
る
場
合
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
か
。

罪
の
刑
罰
価
値
に
て
ら
し
て
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
罪
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
も
軽
い
刑
を
言
渡
す
こ

仁）

と
が
で
き
る
。

スウェーデンの精神障害犯罪者に対する刑法上の処分（坂田

2
．
刑
法
三

O
章
六
条
を
以
下
の
よ
う
に
改
正
す
る
こ
と
。

第
六
条

深
刻
な
精
神
障
害
の
影
響
の
下
に
罪
を
行
っ
た
者
は
、
第
一
に
拘
禁
以
外
の
制
裁
に
処
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
所
は
、

明
白
な
理
由
が
存
す
る
場
合
に
の
み
拘
禁
に
処
す
こ
と
が
で
き
る
。
右
の
理
由
が
存
在
す
る
と
判
断
す
る
に
あ
た
り
裁
判
所
は
以
下
の

事
項
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
右
の
罪
が
高
い
刑
罰
価
値
を
有
す
る
こ
と
、

二
、
被
告
人
に
精
神
医
学
的
保
護
の
必
要
が
な
い
か
限
定
的
で
あ
る
こ
と
、

三
、
被
告
人
が
右
の
罪
と
関
連
し
て
、
酪
町
又
は
そ
の
他
の
同
様
な
方
法
に
よ
っ
て
そ
の
状
態
を
自
ら
招
い
た
こ
と
、
及
び

四
、
そ
の
他
の
事
情
。

被
告
人
が
深
刻
な
精
神
障
害
の
結
果
、
行
為
の
内
容
を
洞
察
し
も
し
く
は
そ
の
洞
察
に
自
ら
の
行
動
を
適
合
さ
せ
る
能
力
を
欠
知
し

て
い
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
拘
禁
に
処
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
被
告
人
が
右
の
罪
と
関
連
し
て
、
第
一
項
第
三
号
に

示
す
方
法
に
よ
っ
て
右
の
能
力
の
欠
如
を
自
ら
招
い
た
場
合
に
は
適
用
し
な
い
。

89 

第
一
項
又
は
第
二
項
に
掲
げ
る
場
合
で
、

い
か
な
る
制
裁
に
も
処
す
べ
き
で
な
い
と
認
め
る
場
合
、
被
告
人
は
制
裁
の
免
除
を
得
な



け
れ
ば
な
ら
な
い
。

刑事法

90 

3
．
法
精
神
医
学
的
調
査
に
関
す
る
法
律
の
一
条
に
以
下
の
改
正
を
加
え
る
。

慶躍の法律学

第
一
条

刑
事
訴
訟
事
件
に
お
い
て
裁
判
所
は
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
判
断
す
る
目
的
で
法
精
神
医
学
的
調
査
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

一
、
刑
法
第
コ
二
章
第
三
項
に
よ
り
被
疑
者
を
法
精
神
医
学
的
保
護
に
委
託
す
る
医
学
的
要
件
が
存
す
る
か
、
又
は

二
、
被
疑
者
が
深
刻
な
精
神
障
害
の
影
響
下
に
行
為
を
行
っ
た
か
、
及
び
そ
の
場
合
に
刑
法
三

O
章
六
条
に
よ
る
制
裁
選
択
の
問
題
に

関
す
る
右
の
状
態
の
意
味
。

右
の
調
査
の
目
的
は
、
裁
判
所
の
決
定
の
中
に
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
調
査
の
決
定
が
第
一
項
第
一
号
に
よ
る
調
査
に
か
か

る
場
合
に
は
、
当
該
決
定
に
、
右
の
調
査
が
特
別
な
解
除
事
由
審
理
を
伴
う
保
護
の
た
め
の
要
件
を
含
む
べ
き
か
否
か
を
明
ら
か
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
調
査
の
決
定
が
第
一
項
第
二
号
に
よ
る
調
査
に
か
か
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
右
の
調
査
が
以
下
の
問
題
を

含
む
よ
う
に
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
被
疑
者
が
深
刻
な
精
神
障
害
の
結
果
行
為
の
意
味
を
洞
察
し
も
し
く
は
そ
の
洞
察
に
自
ら
の
行
動
を
適
合
さ
せ
る
能
力
を
欠
如
し

て
い
た
か
否
か
、

又
は

二
、
被
疑
者
が
右
の
行
為
そ
の
も
の
に
関
連
し
て
、
深
刻
な
精
神
障
害
又
は
第
一
号
に
掲
げ
る
状
態
を
、
酪
町
も
し
く
は
そ
の
他
の
同

様
な
方
法
で
自
ら
招
い
て
い
た
か
否
か
。

同

4
8
N
O
ヨ＼。∞一ヨ沼田∞－
u
’
叶
・
文
法
上
の
改
正
を
除
き
、
改
正
部
分
に
傍
線
を
附
し
て
全
文
を
表
示
。
刑
法
全
文
の
翻
訳
は
、
坂
田
「
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
刑
法
典
」
法
研
七
九
巻
一

O
号
な
い
し
一
二
号
（
平
成
一
八
年
）
所
収
を
参
照
。

4 



改
正
の
背
景

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
法
で
は
、
精
神
障
害
犯
罪
者
に
対
す
る
処
分
は
刑
法
二
二
章
三
条
に
法
精
神
医
学
的
保
護
へ
の
委
託
と
し
て
定

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
刑
法
二
九
章
三
条
一
項
二
号
に
よ
り
刑
の
減
軽
事
情
の
一
つ
と
さ
れ
、
刑
法
三

O
章
六
条
に
よ
り
深

刻
な
精
神
障
害
に
よ
る
罪
に
対
し
て
は
拘
禁
の
判
決
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
法
精
神
医
学
的
保
護
に
つ
い
て
は
単
行
法
が
存

在
し
、
同
保
護
の
執
行
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
変
更
を
加
え
る
の
が
今
回
の
改
正
の
内
容
で
あ
る
。

仁）

本
稿
で
は
刑
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
述
べ
る
。
精
神
障
害
犯
罪
者
を
め
ぐ
る
制
裁
選
択
上
の
問
題
で
あ
る
。
そ
の
概
略
は
、
行

為
時
に
深
刻
な
精
神
障
害
に
擢
っ
て
い
た
が
裁
判
時
に
は
精
神
障
害
か
ら
回
復
し
て
い
る
被
告
人
に
対
し
て
は
拘
禁
を
科
す
こ
と
が

で
き
な
い
と
同
時
に
法
精
神
医
学
的
保
護
に
委
託
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
、
精
神
責
任
委
員
会

の
報
告
書
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

スウェーデンの精神障害犯罪者に対する刑法上の処分（坂田

一
九
九
一
年
の
法
改
正
に
よ
る
。
そ
の
重
要
な
新
規

精
神
障
害
犯
罪
者
の
刑
法
上
の
処
遇
体
制
が
現
在
の
構
成
を
と
っ
た
の
は
、

性
は
、
刑
法
及
び
精
神
医
学
的
強
制
保
護
法
制
の
双
方
で
深
刻
な
精
神
障
害
に
つ
い
て
同
一
の
概
念
を
導
入
し
た
こ
と
で
あ
る
。
従

来
刑
法
で
使
用
さ
れ
て
い
た
「
精
神
病
、
精
神
薄
弱
又
は
精
神
病
と
同
等
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
程
重
大
な
性
質
の
そ
の
他
の
精
神

異
常
」
と
い
う
概
念
が
廃
棄
さ
れ
て
「
深
刻
な
精
神
障
害
」
と
い
う
概
念
が
採
用
さ
れ
た
。

こ
れ
よ
り
前
、
一
九
八
八
年
に
重
要
な
刑
法
一
部
改
正
が
あ
っ
た
。
こ
の
改
正
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
法
に
お
け
る
制
裁
の
原
則
が

保
護
主
義
か
ら
刑
罰
主
義
に
変
化
し
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
刑
法
二
九
章
三
条
一
項
二
号
に
刑
の
減
軽
事
情
と
し
て

「
被
告
人
が
精
神
異
常
も
し
く
は
意
識
の
動
揺
又
は
そ
の
他
の
原
因
で
自
ら
の
行
動
を
統
制
す
る
能
力
を
著
し
く
減
殺
し
て
い
た
場
合
」
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が
定
め
ら
れ
、
同
時
に
精
神
障
害
犯
罪
者
に
か
か
わ
る
旧
三
三
章
二
条
に
対
応
す
る
規
定
と
し
て
三

O
章
六
条
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「
精
神
病
、
精
神
薄
弱
又
は
精
神
病
と
同
等
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
程
重
大
な
性
質
の
そ
の
他
の
精
神
異
常
の
影
響
下
に
犯
し
た
罪
に
つ

い
て
、
裁
判
所
は
、
特
別
保
護
へ
の
委
託
、
罰
金
又
は
保
護
観
察
以
外
の
制
裁
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

上
記
の
制
裁
を
適
用
す
べ
き
で
な
い
場
合
に
は
、
被
告
人
は
制
裁
の
免
除
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

が
設
け
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
後
に
実
現
し
た
改
正
精
神
障
害
者
立
法
に
お
い
て
精
神
障
害
者
概
念
が
共
通
の
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
て
、
刑
法
二
九
章
一
二
条
一
項
二
号
は
、

「
被
告
人
が
精
神
障
害
も
し
く
は
意
識
の
動
揺
又
は
そ
の
他
の
原
因
で
自
ら
の
行
動
を
統
制
す
る
能
力
を
著
し
く
減
殺
し
て
い
た
場
合
」

と
改
正
さ
れ
、
刑
法
三

O
章
六
条
の
規
定
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。

「
深
刻
な
精
神
障
害
の
影
響
下
に
罪
を
犯
し
た
者
を
拘
禁
に
処
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
、
裁
判
所
が
そ
の

他
の
制
裁
も
判
決
す
べ
き
で
な
い
と
認
め
る
場
合
、
被
告
人
は
制
裁
の
免
除
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

し
か
し
、
刑
法
二
二
章
三
条
は
一
九
八
八
年
の
改
正
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
規
定
は
、

一
九
九
一
年
ま
で



「
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
者
が
、
定
め
ら
れ
た
医
学
的
調
査
よ
り
生
じ
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
閉
鎖
的
精
神
医
学
的
保
護
の
準
備
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
保
護
又
は
精
神
的
発
達
遅
滞
者
の
介
護
に
関
す
る
法
律
第
三
五
条
に
基
づ
く
特
別
病
院
で
の
保
護
を
受
け
得
る
場
合
、
裁
判
所

は
、
そ
の
保
護
の
必
要
が
存
在
す
る
と
認
め
る
と
き
、
そ
の
者
を
閉
鎖
的
精
神
医
学
的
保
護
又
は
精
神
的
発
達
遅
滞
者
の
特
別
病
院
に
委
託

す
る
こ
と
を
命
令
で
き
る
。
右
の
行
為
が
精
神
病
、
精
神
薄
弱
又
は
精
神
病
と
同
等
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
程
重
大
な
性
質
の
そ
の
他
の
精

神
異
常
の
影
響
下
に
犯
さ
れ
た
も
の
で
な
い
場
合
に
は
、
右
の
命
令
は
、
そ
の
た
め
の
特
別
な
理
由
が
存
在
す
る
場
合
に
の
み
こ
れ
を
言
渡

す
こ
と
が
で
き
る
。
」

仁）スウェーデンの精神障害犯罪者に対する刑法上の処分（坂田

と
な
っ
て
い
た
。

閉
鎖
的
精
神
医
学
的
保
護
の
準
備
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
と
精
神
病
（
官
事
耳
目
」
昇
号
自
）
が
保
護
の
た
め
の
基
礎
概
念
で
、
「
精

神
病
で
な
い
、
又
は
理
解
力
の
発
達
阻
止
に
よ
る
精
神
異
常
（
司
4
E件
与

5
5
5
H）
」
は
精
神
病
と
同
視
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
上
記
の
条
文
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
精
神
発
達
遅
滞
者
に
対
す
る
処
分
の
規
定
も
残
し
て
い
た
。

一
九
九
一
年
の
改
正

の
際
に
、
刑
法
三
一
章
三
条
で
も
「
深
刻
な
精
神
障
害
」
の
語
が
採
用
さ
れ
て
、
全
体
と
し
て
、
刑
法
と
精
神
障
害
者
保
護
法
制
と

の
調
整
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、

一
九
九
一
年
の
改
正
前
と
改
正
後
の
規
定
の
実
質
的
な
相
違
か
ら
、
精
神
病
と
同
等
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
程
重
大
な
性
質
の
そ
の
他
の
精
神
異
常
（
以
下
、
同
等
状
態
と
略
す
）
が
新
た
に
定
義
さ
れ
た
「
深
刻
な
精
神
障
害
」

に
含
ま
れ
る
か
の
問
題
が
残
さ
れ
た
。

深
刻
な
精
神
障
害
の
定
義
は
、
現
在
社
会
庁
令
三
章
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
筆
者
は
別
の
機
会
に
こ
れ
を
引
用
し
て
い
る
が
、
定

義
の
全
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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深
刻
な
精
神
障
害

刑事法
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精
神
医
学
的
強
制
保
護
に
関
す
る
法
律
（
一
九
九
一
年
法
律
第
一
一
二
八
号
）
第
三
条
及
び
法
精
神
医
学
的
保
護
に
関
す
る
法
律
（
一
九

慶麿の法律学

九
一
年
法
律
第
一
一
一
一
九
号
）
第
四
条
に
よ
る
深
刻
な
精
神
障
害
と
し
て
は
以
下
の
も
の
を
数
え
る
べ
き
で
あ
る
。

ー
精
神
病
、
即
ち
、
現
実
の
知
覚
障
害
を
伴
う
状
態
並
び
に
錯
乱
、
思
考
障
害
、
幻
覚
及
び
妄
想
を
伴
う
状
態
、

自
殺
の
危
険
を
伴
う
う
つ
病
、

ー
精
神
病
的
性
格
を
も
っ
衝
動
の
発
動
又
は
精
神
病
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伴
う
重
い
人
格
障
害
、
及
び

i
強
い
強
迫
的
行
動
を
伴
う
重
い
精
神
障
害
。

場
合
に
よ
り
、
窃
盗
狂
、
放
火
狂
及
び
性
倒
錯
も
深
刻
な
精
神
障
害
を
構
成
す
る
こ
と
が
あ
る
。

あ
る
精
神
障
害
が
深
刻
か
否
か
は
、
障
害
の
種
類
及
び
程
度
か
ら
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
種
類
と
は
疾
病
の
類
型
に
関
わ
り
、
程
度
と
は

精
神
社
会
的
機
能
水
準
及
び
ど
の
く
ら
い
症
状
が
重
い
か
に
関
わ
る
。

一
九
九
一
年
の
改
正
法
の
立
法
過
程
で
、
法
務
省
は
、
深
刻
な
精
神
障
害
は
精
神
病
（
精
神
疾
患
）
よ
り
は
広
い
概
念
で
、
同
等

状
態
よ
り
は
狭
い
概
念
で
あ
る
と
説
明
し
、
精
神
的
発
達
遅
滞
も
精
神
障
害
に
含
ま
れ
る
と
し
て
お
り
、
社
会
省
も
、
精
神
的
発
達

遅
滞
を
精
神
障
害
に
含
め
る
他
、
脳
障
害
あ
る
い
は
老
人
性
痴
呆
に
よ
る
精
神
障
害
や
薬
物
乱
用
に
よ
る
酪
町
状
態
等
も
精
神
障
害

に
含
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
深
刻
さ
は
、
精
神
障
害
の
種
類
と
程
度
と
に
よ
っ
て
定
ま
る
と
い
う
見
解
を
提
出
し
て
い
る
。

以
上
の
概
念
規
定
の
問
題
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
現
行
の
刑
法
三

O
章
六
条
の
規
定
が
、
深
刻
な
精
神
障
害
と
犯
罪
と
の
聞
に
明

白
な
因
果
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
深
刻
な
精
神
障
害
の
影
響
下
に
罪
を
犯
し
た
者
を
拘
禁
に
処
す
る
こ
と
を
禁
止

し
て
い
る
た
め
、
刑
法
三
一
章
三
条
が
裁
判
時
に
お
い
て
深
刻
な
精
神
障
害
に
擢
っ
て
い
る
者
の
み
を
法
精
神
医
学
的
保
護
に
処
す

こ
と
を
認
め
て
い
る
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
精
神
障
害
者
に
よ
る
殺
人
の
よ
う
な
重
い
罪
に
関
し
て
そ
の
適
用
上
場
合
に
よ
っ
て
は



公
正
で
な
い
結
果
を
生
む
こ
と
に
な
る
。

5 
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て
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E
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o丘三位∞んい〈
O円
片
品
缶
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与
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s
z
B々
Z
o
p
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F
E
m－－・

3
守
票
田
5
5ロ伊
σ
5
3
2
F
吉田
S
F
∞
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N
o
s
h暗
MOON＠
回
目
・
－
お
向
者
O
B
Z
F
E
E
B
O一
臣
ユ
ロ
庁
間
件
。
E
ロ伊

σ『。
3
2
V
8
2
R
l
E
2
n
F

O
B。仲間
v
a
s
a
g
a
g
B
E
R吉田
σo忌ロ
E
E
O＠
∞
己
叶
〉
括
・
∞
H
M
O
O
N咽
ヨ
？
凶
∞
吋
は
こ
の
答
申
に
対
す
る
批
判
的
検
討
を
行
つ
て
い
る
。
論
点
は
四
点
で
、

①
刑
法
と
精
神
医
学
の
基
本
的
立
場
の
相
違
（
E
Z
〈
有
罪
〉
、

E
白
〈
無
罪
〉
の
語
を
用
い
て
精
神
医
学
は

E
白
よ
り

E
Z、
刑
法
は
そ
の
逆
）
及
び

概
念
の
操
作
性
（
概
念
は
文
化
的
な
も
の
で
、
専
門
家
は
自
分
の
為
に
概
念
を
作
る
）
を
指
摘
し
、
②
責
任
能
力
概
念
の
導
入
に
つ
い
て
賛
意
を
一
不
し
、

③
責
任
能
力
と
故
意
・
過
失
の
存
在
を
前
提
に
無
罪
は
病
院
、
有
罪
は
拘
禁
と
い
う
処
分
の
振
り
分
け
を
求
め
、
④
社
会
防
衛
措
置
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
の
保
安
拘
禁
（
E
0
3
2
5廷
の
再
来
と
み
て
い
る
。

（
7
）
一
九
九
一
年
に
閉
鎖
的
精
神
医
学
的
保
護
の
準
備
に
関
す
る
法
律
（
円
喝
さ
が
廃
止
さ
れ
て
、
新
た
に
、
精
神
医
学
的
強
制
保
護
に
関
す
る
法

律
と
法
精
神
医
学
的
保
護
に
関
す
る
法
律
と
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
特
徴
は
、
深
刻
な
精
神
障
害
の
概
念
を
こ
の
両
者
に
共
通
の
も
の
と
し
て
定
義
し
、

か
つ
通
常
の
精
神
障
害
者
と
犯
罪
性
精
神
障
害
者
と
で
、
そ
の
法
律
を
別
に
制
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
坂
田
、
前
掲
法
研
七
六
巻
五
号
八
五
頁
以
下

及
び
九
号
六
七
頁
以
下
を
参
照
。

（8）

5
2
R
U
ω
m
o
z－－一回
B
E
g－w
g
自
岨
∞
毛
主
O
B
O
E
M
O
C
Y
目
・
己
一
色
・
∞

g
Bロ
2
R
o
g
唱
吉
田
OF
∞
C
巴
苫
ま
一
】
∞
p
u
o－－
f
a－会。，
U
2・
坂
田
、
法
研

七
六
巻
五
号
一

O
O頁
注
（
3
）
参
照
。

（
9
）
間
∞
－
。
∞
∞
一
室
N
・
こ
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
坂
田
「
一
九
八
八
年
の
刑
法
一
部
改
正
」
『
刑
事
法
学
の
現
代
的
展
開
下
巻
」
一
一
八
頁
以
下
（
法

学
書
院
、
平
成
四
年
）
参
照
。

（
叩
）
刑
法
制
定
当
時
の
刑
法
一
章
七
条
が
廃
止
さ
れ
て
、
刑
法
二
九
章
一
条
に
量
刑
は
刑
罰
価
値
に
基
づ
く
旨
が
明
示
さ
れ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語

で
こ
の
変
化
は
∞
o
g
E管
室
白
鳥
。
か
ら
∞

g草
創
同
庁
へ
の
変
化
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
、
巨
ω戸
田
0
5庁
早
宮

Z
E
E－s
t
E
∞E

F卸
F
5
n
S
F

U
晶
（
円
。
仏
・
）
一
〈
白
日
呂
町
山
由
同
富
山
R
Z。円三
o
e
ニS
E
w－
－
。
ョ
岨
∞
∞
・
吋
∞
1
5。
・
（
英
訳
、
司
。
自
叶
自
己
目
。
毘

E
E
2
O
B
O
E
－ロ

ω
Q
g
D
m
E
m
項目－
P
B
∞
S
F

∞。
E
O
B
P
E
E
（op）一円ユ
5
0
自
己
吉
田
丘
8
5
p
g全
5
5
p
－uo円－
a
a
↓g
s
g
p
N
c
o
p
－ゼ－

s
ー
＝
。
・
）
参
照
。
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スウェーデンの精神障害犯罪者に対する刑法上の処分（坂田



刑事法

（
日
）

（
口
）

（日）
（
凶
）

（日）
（
同
）
∞
C
∞明∞

M。。。一円ド∞－
F
凶
宮
司
】
U
C
E
Z飢えロ
E
m
R
B
Z品
ロ
m
w
m
品
E
・

（
打
）
ヨ
ユ
岡
田
宮
型
S
E
E
o
z
m音
色
吋
志
向
04
∞
O
口
－
ヨ
プ

M
P
E－
－
ム
凶
ム
$
に
同
等
状
態
と
判
断
さ
れ
た
精
神
鑑
定
例
の
詳
細
な
分
析
結
果
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
刑
法
と
精
神
医
学
と
に
共
通
す
る
精
神
障
害
（

3
ユ
英
一
回
5
2
5
m）
の
概
念
を
提
案
し
た
の
は
こ
の
答
申
で
あ
る
（
ロ
。
J

由
・
お
町
内
）
。
こ
の

答
申
を
出
し
た
委
員
会
を
通
称
ベ
ク
セ
リ
ウ
ス
委
員
会
（
∞
R
o－－
5
Z
E
E－R
B）
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

3
ユ
E
ュP
守
宮
∞
2
2
v

忠
吉
田
U
W
2
F
2
0
P
∞
C
巴
宅
∞
与
一
宏
ゆ
回
目
・
－

g
’E
沼
町
内
同
等
状
態
の
概
念
は
、
一
九
九
一
年
の
改
正
で
廃
棄
さ
れ
た
（
3
耳
目
E件
マ
吉
宮
品
E
B・E
－曲目
4
8

3
c
c＼三一山明∞峨∞－

a凶）。

（同）

H
4
8
3き
＼
忠
弘
∞
ゆ

E
E
m白
ド
〉
自
忌
－
S
E
J
B吉
田
庄
。
ロ

g
。
自
古
田
署
豆
江
田
片
守
宮
悦
回
忌
E
E・E
・
（
精
神
医
学
的
強
制
保
護
等
に
関
す
る
法
律
案
に

対
す
る
法
務
省
の
通
告
意
見
Y
E・
3
。
E
3
N・
（
傍
点
部
分
は
筆
者
の
追
加
）

（円）

H
4
8
3き
＼
忠
一
凶
∞
ゆ

E
－
a白
ア
〉
田
口
注
目
皇
官
。
吉
田

FEss。
B
官
事
5

3片
守
吉
明
白
品
E
B・S
・
（
精
神
医
学
的
強
制
保
護
等
に
関
す
る
法
律
案
に

対
す
る
社
会
省
の
通
告
意
見
Y
E・
∞
ヂ
ヨ
・
（
傍
点
部
分
は
筆
者
の
追
加
）

（
却
）
∞
B
苦
S
F
S
H－F
2
3－0
5
8ニ∞リ
MCC叶沼田－

MO一
士
戸
∞
O
口
N
o
s
h
u
H
V－E
凶1
∞
・
重
要
な
判
例
（
E
D
W
E
P－－＠
z
z
－3
F
a－品∞
B

司
＠
∞
。
巴
｝
遺
骨

－∞
P

E
－ド∞∞－

N
3同
注
（
ロ
）
参
照
。
）
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
関
係
す
る
判
例
の
分
析
が
窓
口
ロ
E
C戸
口
号
吉
一

k
g
3
2喜
志
昂
宏
容

官
事
専
門
回
忌
同
E
E
m
C
5コ
品
缶
詰
岨
∞
己
叶
〉
括
・
き
ゅ

N
C
Sゆ回目・

ω
E
・3
－
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
論
文
は
、
①
短
期
の
一
過
性
の
精
神
障
害
の
扱
い

（E
S
F
P＝
の
場
合
）
、
②
精
神
障
害
者
の
犯
罪
と
故
意
の
関
係
（
故
意
が
な
け
れ
ば
本
来
法
精
神
医
学
的
保
護
に
委
託
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
て
③

精
神
障
害
は
治
癒
し
た
が
な
お
犯
罪
の
危
険
の
残
る
者
の
扱
い
（
法
精
神
医
学
的
保
護
か
ら
拘
禁
へ
の
移
送
を
可
能
に
す
べ
き
で
あ
る
）
を
指
摘
し
、

一
過
性
の
深
刻
な
精
神
障
害
者
の
問
題
に
か
か
る
刑
法
三

O
章
六
条
の
規
定
の
処
理
が
重
要
だ
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
解
決
は
困
難
と
す
る
の
が
結

論
で
あ
る
。
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5
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忌
E
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W
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ω
∞
十
∞
円
∞
凶
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一
少
∞
回
り
∞
－
。
。
ア
∞
－

MOAH凶・

坂
田
、
法
研
七
六
巻
五
号
一

O
O頁
注
（
3
）
及
び
閉
鎖
的
精
神
医
学
的
保
護
の
準
備
に
関
す
る
法
律
（
円
宅
ヌ
∞

E
－
ま
伶

M
S）
一
条
も
参
照
。
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W
S
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忌
ロ
m回忌
E
2
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田
宮
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尽
豆
田
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∞
C
間
ωNCCC一－
M・

注
（
日
）
参
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。



四

改
正
草
案

上
記
の
問
題
状
況
を
解
決
す
る
た
め
に
、

い
く
つ
か
の
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
三
個
の
関
連
す
る
改
正
草
案
を
取
上

げ
る
。
精
神
障
害
犯
罪
者
の
問
題
は
、
精
神
障
害
者
の
保
護
（
例
え
ば
、
精
神
障
害
と
い
う
病
気
に
握
っ
て
い
る
人
の
治
療
）
と
精
神

障
害
者
の
予
測
で
き
な
い
行
動
に
対
す
る
社
会
の
防
衛
（
例
え
ば
、
突
発
的
な
重
大
な
犯
罪
の
防
止
）
と
い
う
二
面
を
持
っ
て
い
る
。

そ
れ
と
同
時
に
刑
法
的
に
は
刑
事
責
任
能
力
制
度
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
刑
法
は
現
行
刑
法
制
定
の
際
刑
事
責
任
能

仁）

力
制
度
を
廃
棄
し
て
、
刑
法
に
定
め
る
制
裁
制
度
を
も
っ
て
犯
罪
行
為
を
行
う
す
べ
て
の
人
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
精
神
障

害
者
対
策
と
刑
事
責
任
能
力
制
度
を
軸
に
、
こ
れ
ら
の
改
正
草
案
か
ら
改
正
法
律
案
へ
の
過
程
が
本
節
の
主
題
に
な
る
。

スウェーデンの精神障害犯罪者に対する刑法上の処分（坂田

刑
事
責
任
の
限
界
（

ωOC4ωω
∞一石印）

一
九
六
五
年
に
施
行
さ
れ
た
現
行
刑
法
の
三

O
年
の
経
験
に
基
づ
い
て
基
本
的
な
問
題
点
を
洗
い
出
す
目
的
で
設

置
さ
れ
た
刑
事
責
任
調
査
会

Z
S
B
E
S
2
5皆
目
明

g
）
が
提
出
し
た
も
の
で
、
主
要
な
答
申
事
項
は
、
犯
罪
成
立
の
主
観
的
要

件
並
び
に
共
犯
、
未
遂
、
予
備
等
に
つ
い
て
の
問
題
点
の
指
摘
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
関
連
し
て
精
神
障
害
犯
罪
者
に
つ
い

て
も
触
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
刑
法
的
側
面
、
保
護
的
側
面
及
び
社
会
防
衛
的
側
面
の
三
側
面
を
分
け
て
検
討
し
、
刑
事
責
任
能
力
制

度
の
復
活
と
危
険
な
犯
罪
者
に
対
す
る
社
会
防
衛
措
置
を
定
め
る
社
会
防
衛
法
の
制
定
を
提
言
し
て
い
る
。

こ
の
調
査
会
の
草
案
は
、
刑
法
一
章
二
条
の
二
を
新
設
し
て
刑
事
責
任
能
力
概
念
の
導
入
を
図
り
、
刑
法
コ
二
章
三
条
に
よ
る
法

」
の
答
申
は
、

精
神
医
学
的
保
護
へ
の
委
託
を
廃
し
て
、
そ
の
実
質
的
内
容
を
刑
法
三

O
章
六
条
に
移
し
、
及
び
同
章
六
条
の
二
を
新
設
し
て
社
会

防
衛
法
に
よ
る
社
会
防
衛
措
置
の
適
用
を
定
め
て
い
る
。
提
案
さ
れ
て
い
る
刑
法
三

O
章
六
条
の
規
定
の
改
正
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
（
他
の
規
定
は
省
略
す
る
）

0
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「
拘
禁
に
処
さ
れ
る
者
が
深
刻
な
精
神
障
害
に
催
っ
て
い
て
、
そ
の
精
神
状
態
及
び
そ
の
他
の
個
人
的
状
況
に
て
ら
し
て
、
精
神
医
学
的

慶醸の法律学

保
護
の
た
め
の
医
療
保
護
施
設
に
収
容
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
充
足
す
る
こ
と
の
で
き
る
精
神
医
学
的
保
護
の
必
要
性
を
有
し
て
い
る
場
合
、

裁
判
所
は
、
そ
の
者
を
さ
し
あ
た
り
精
神
医
学
的
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
右
の
保
護
が
継
続
す
る
期
間
は
、
拘

禁
刑
の
執
行
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

右
の
対
象
者
が
同
意
し
、
法
精
神
医
学
的
保
護
の
そ
の
他
の
要
件
が
存
在
す
る
場
合
、
精
神
障
害
が
深
刻
な
も
の
で
な
く
て
も
法
精
神
医

学
的
保
護
を
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
六
章
第
七
条
の
二
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
判
決
の
中
で
、
同
条
に
述
べ
る
審
理
が
釈
放
に
先
行
す
る
こ
と
を
摘
記
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
」

こ
の
規
定
の
中
の
二
六
章
七
条
の
二
の
規
定
は
、
同
調
査
会
が
新
設
を
提
案
し
て
い
る
も
の
で
、
他
人
の
生
命
・
健
康
に
危
険
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
受
刑
者
に
つ
い
て
、
そ
の
釈
放
後
に
法
精
神
医
学
的
保
護
及
び
社
会
防
衛
措
置
を
含
む
措
置
の
対
象
に
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
防
衛
措
置
は
、
再
犯
の
可
能
性
が
対
象
者
の
精
神
障
害
の
深
刻
さ
の
大
小
だ
け
で
は
な
く
、

社
会
に
対
す
る
危
険
の
大
小
に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
く
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
現
行
の
法
精
神
医
学
的
保
護
と
並
ん
で
対
象
者
の
危

険
性
に
対
す
る
対
応
措
置
が
必
要
だ
と
す
る
発
想
に
基
づ
い
て
い
る
。

精
神
障
害
、
犯
罪
及
び
責
任
（
ω
0
C
M
O
O
N

一ω）

こ
の
答
申
は
、
精
神
責
任
委
員
会
寄
与
宮
自
由
g
B
E
E
S－
志
ロ
）
の
答
申
で
あ
る
。
こ
の
委
員
会
に
は
精
神
障
害
犯
罪
者
の
責
任
と

制
裁
と
に
関
す
る
問
題
の
検
討
が
諮
問
さ
れ
、
同
委
員
会
は
二

O
O
二
年
に
精
神
障
害
犯
罪
者
の
刑
事
責
任
に
関
す
る
規
則
の
改
正

2 



と
精
神
障
害
犯
罪
者
に
対
す
る
処
分
形
式
の
提
案
を
含
む
最
終
答
申
を
提
出
し
た
。

精
神
責
任
委
員
会
は
、
刑
事
責
任
調
査
会
の
答
申
を
引
継
ぎ
、
保
護
問
題
、
刑
法
問
題
及
び
社
会
防
衛
問
題
の
三
領
域
に
分
け
て
、

報
告
を
行
っ
て
い
る
。
個
別
的
に
は
、
刑
事
責
任
能
力
に
か
か
る
議
論
、

一
時
的
精
神
錯
乱
、
精
神
発
達
遅
滞
者
、
社
会
防
衛
措
置
、

矯
正
保
護
施
設
に
お
け
る
法
精
神
医
学
的
保
護
を
取
上
げ
て
い
る
。

H
保
護
問
題

仁）

現
行
刑
法
で
精
神
障
害
者
犯
罪
者
は
法
精
神
医
学
的
保
護
に
委
託
さ
れ
、
そ
の
中
で
再
犯
の
危
険
性
の
大
き
い
者
は
、
特
別
解
除

事
由
審
理
っ
き
の
法
精
神
医
学
的
保
護
に
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
法
精
神
医
学
的
保
護
の
終
了
を
医
師
の
判
断
に
任
せ
ず
、
州

裁
判
所
（
行
政
裁
判
所
）
の
判
断
に
委
ね
る
も
の
で
あ
る
。
精
神
医
学
的
理
由
に
よ
ら
な
い
自
由
剥
奪
の
問
題
（
ハ
ワ
イ
条
約
違
反
の

可
能
性
）
、
拘
禁
受
刑
者
に
精
神
障
害
者
が
多
い
と
い
う
問
題
、
通
常
の
法
精
神
医
学
的
保
護
に
委
託
さ
れ
た
者
は
医
師
の
診
断
で

早
期
に
退
院
す
る
の
に
対
し
て
拘
禁
に
処
さ
れ
た
者
の
収
容
期
間
が
長
い
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
と
す
る
。

刑
法
問
題

スウェーデンの精神障害犯罪者に対する刑法上の処分（坂田

（ユこ
れ
は
、
刑
法
三

O
章
六
条
が
深
刻
な
精
神
障
害
の
影
響
下
に
罪
を
犯
し
た
者
を
拘
禁
に
処
す
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
問
題
で
あ

る
。
特
に
ブ
リ
ン
ク
・
ケ
l
ス
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
答
申
が
提
案
し
て
い
る
の
は
、
刑
事
責
任
能
力
概
念
の
復
活
で
あ
る
。
即
ち
、

刑
法
三

O
章
六
条
の
拘
禁
禁
止
の
規
定
及
び
コ
二
章
三
条
の
法
精
神
医
学
的
保
護
へ
の
委
託
の
規
定
を
削
除
し
、
深
刻
な
精
神
障
害
、

一
時
的
精
神
的
錯
乱
、
重
い
精
神
発
達
遅
滞
、
深
刻
な
痴
呆
状
態
で
行
為
の
内
容
を
洞
察
し
、
又
は
そ
の
洞
察
に
行
動
を
適
応
さ
せ

る
能
力
を
欠
如
し
て
い
る
場
合
、
い
わ
ゆ
る
原
因
に
お
い
て
自
由
な
行
為
の
場
合
を
除
い
て
、
無
罪
の
判
決
を
可
能
に
す
る
。
こ
れ

に
関
す
る
規
定
は
、
刑
法
一
章
二
条
の
こ
と
し
て
新
設
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

答
申
に
よ
れ
ば
、
刑
事
責
任
能
力
の
欠
如
は
、

基
礎
状
態
と
し
て
深
刻
な
精
神
障
害
、

99 

① 

一
時
的
精
神
錯
乱
、
重
い
精
神
発
達
遅
滞
、
深
刻
な
痴
呆
状
態
が
存
在
し
、
そ
の
結



果
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② 

自
ら
の
行
為
の
内
容
を
理
解
す
る
能
力
及
び
自
ら
の
行
為
の
内
容
理
解
に
自
ら
の
行
為
を
適
合
さ
せ
る
能
力
が
欠
如
す
る
こ

100 
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と

の
二
要
件
を
充
足
す
る
場
合
に
存
在
す
る
と
さ
れ
る
。

社
会
防
衛
問
題

日こ
れ
は
、
深
刻
な
精
神
障
害
に
よ
り
社
会
に
対
し
て
重
大
な
罪
を
犯
す
傾
向
を
有
す
る
者
か
ら
一
般
の
人
々
を
防
衛
す
る
問
題
で

あ
る
。
現
行
刑
法
で
は
、
法
精
神
医
学
的
保
護
と
こ
れ
に
特
別
解
除
事
由
審
理
を
必
要
に
し
て
再
犯
の
防
止
を
図
る
と
い
う
制
度
が

採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
要
件
か
ら
外
れ
る
者
は
、
現
行
刑
法
で
は
対
応
で
き
な
い
。
法
精
神
医
学
的
保
護
に
委
託
さ
れ
た
重
大

犯
の
犯
人
が
医
師
の
診
断
で
早
期
に
処
遇
不
要
と
し
て
退
院
す
る
一
方
、
拘
禁
に
処
さ
れ
た
者
が
そ
れ
と
比
較
し
て
長
期
間
自
由
を

拘
束
さ
れ
る
と
い
う
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
。
刑
事
責
任
能
力
概
念
の
導
入
に
よ
る
無
罪
判
決
を
受
け
た
者
に
対
す
る
措
置
を
含
め
て
、

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
社
会
防
衛
措
置
に
関
す
る
規
定
を
刑
法
の
中
に
新
た
に
設
け
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
措
置
と
刑
事
責
任
調
査
会
の
同
じ
社
会
防
衛
措
置
の
提
案
と
の
相
違
点
を
、
答
申
は
、
精
神
責
任
委
員
会
の
社
会
防
衛
措
置

は
、
期
間
を
定
め
な
い
措
置
と
し
て
最
初
か
ら
裁
判
所
が
決
定
す
る
も
の
（
一
次
モ
デ
ル
）
で
、
刑
事
責
任
調
査
会
の
提
案
す
る
、

刑
の
執
行
後
あ
る
い
は
釈
放
後
に
行
わ
れ
る
も
の
（
二
次
モ
デ
ル
）
と
は
異
な
る
と
し
て
い
る
。

社
会
防
衛
措
置
を
適
用
す
る
場
合
を
答
申
は
、
①
刑
事
責
任
無
能
力
者
の
行
為
の
場
合
や
そ
の
精
神
状
態
か
ら
再
犯
の
危
険
性
の

大
き
い
場
合
と
②
深
刻
な
生
命
・
健
康
に
対
す
る
罪
又
は
性
犯
罪
で
有
罪
に
な
っ
た
者
で
、
前
歴
、
人
格
障
害
等
か
ら
再
犯
の
可
能

性
の
大
き
い
者
で
、
通
常
の
制
裁
で
は
社
会
防
衛
の
目
的
が
達
成
さ
れ
な
い
場
合
と
し
て
い
る
。



3 

精
神
障
害
犯
罪
者
に
対
す
る
制
裁
（
ロ
ω
N
O
O
吋
一
印
）

二
O
O
五
年
七
月
に
法
務
省
の
内
部
に
精
神
障
害
犯
罪
者
に
対
す
る
刑
法
上
の
制
裁
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
作
業
グ
ル
ー
プ

が
構
成
さ
れ
、
特
に
、
刑
法
三

O
章
六
条
の
拘
禁
禁
止
の
問
題
の
検
討
が
委
託
さ
れ
た
。
そ
の
立
法
覚
書
（
ロ
∞
包
ヨ
一
凶
）
が
二

O

O
七
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
。

問
題
は
、
本
稿
に
お
い
て
述
べ
た
行
為
時
に
深
刻
な
精
神
障
害
の
影
響
下
に
罪
を
犯
し
た
者
が
裁
判
時
に
は
そ
の
精
神
障
害
か
ら

回
復
し
て
い
る
場
合
に
生
じ
る
制
裁
選
択
上
の
不
合
理
、
即
ち
、
行
為
の
内
容
と
均
衡
の
と
れ
る
制
裁
が
実
現
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

仁）

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
法
改
正
の
提
案
、
深
刻
な
犯
罪
で
有
罪
と
な
っ
た
精
神
障
害
者
に
対
し
て
そ
の
犯
し
た
罪
と
均
衡
の
取
れ
る

十
分
に
厳
し
い
措
置
を
立
案
す
る
こ
と
が
こ
の
作
業
グ
ル
ー
プ
の
課
題
で
あ
っ
た
。

スウェーデンの精神障害犯罪者に対する刑法上の処分（坂田

作
業
グ
ル
ー
プ
は
作
業
の
内
容
を
限
定
的
に
と
ら
え
、
制
度
の
変
更
は
、
現
行
の
シ
ス
テ
ム
を
基
本
と
し
て
小
規
模
な
も
の
に
と

ど
め
る
こ
と
を
前
提
に
、

一
般
的
出
発
点
を

行
為
時
に
深
刻
な
精
神
障
害
に
擢
っ
て
い
た
が
、
裁
判
時
に
は
回
復
し
て
い
る
場
合
の
公
平
な
処
理
の
た
め
、
及
び

行
為
者
を
法
精
神
医
学
的
保
護
に
処
し
た
と
き
に
、
そ
の
措
置
が
罪
の
重
さ
と
十
分
な
均
衡
の
取
れ
た
関
係
に
す
る
た
め
に
、

精
神
障
害
犯
罪
者
に
対
す
る
制
裁
を
規
制
す
る
規
則
を
提
案
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
刑
事
責
任
能
力
の
導
入
、
社
会
防

衛
措
置
の
新
設
等
は
検
討
課
題
か
ら
外
さ
れ
、
報
告
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
す
る
刑
事
責
任
調
査
会
や
精
神
責
任
委
員
会
の
答
申

の
内
容
に
つ
い
て
肯
定
も
否
定
も
し
な
い
と
い
う
態
度
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
基
本
的
な
問
題
は
、
刑
法
三

O
章
六

条
の
拘
禁
禁
止
の
規
定
の
適
用
要
件
と
適
用
範
囲
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

ま
ず
、
沿
革
的
に
問
題
が
検
討
さ
れ
る
。
旧
刑
法
（
∞

E
司’

zmw－
∞
訟
〈
略
称
戸
〉
）
当
時
に
刑
事
責
任
能
力
が
な
い
か
ら
と
い
っ

て
無
罪
判
決
に
よ
り
被
告
人
を
放
置
す
る
よ
り
も
、
責
任
能
力
を
棚
上
げ
し
て
被
告
人
の
精
神
障
害
の
治
療
を
促
進
す
る
方
が
は
る

か
に
人
間
的
で
あ
る
と
の
発
想
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
制
定
当
時
の
現
行
刑
法
は
、
医
療
保
護
の
側
面
に
責
任
主
義
に
基
づ
く
原
理

②①  

l
 

nu 
l
 



刑事法

的
な
思
考
よ
り
も
優
位
を
与
え
た
。
精
神
障
害
者
に
刑
を
科
す
か
否
か
は
理
論
的
に
で
は
な
く
実
務
的
に
処
理
さ
れ
た
。
従
っ
て
、

102 

故
意
な
り
過
失
な
り
刑
事
責
任
の
主
観
的
要
件
が
具
備
さ
れ
て
い
れ
ば
、
他
の
犯
罪
者
と
同
様
に
扱
う
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
。
こ

れ
を
背
景
に
拘
禁
の
禁
止
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
刑
法
改
正
は
、
行
為
者
の
精
神
的
地
位
（
宮
可
寄
付

3
S吉
田
）
を
責
任
判
断
か

ら
制
裁
判
断
に
移
し
た
の
で
あ
る
。
刑
法
施
行
法
（
∞

E
3宏
一
－

S
）
五
条
三
項
で
、
旧
刑
法
五
章
五
条
の
適
用
を
受
け
る
者
は
、

慶麿の法律学

無
罪
で
な
く
、
す
べ
て
法
精
神
医
学
的
保
護
に
付
す
と
し
た
こ
と
は
、
上
記
の
「
行
為
者
の
精
神
的
地
位
を
責
任
判
断
か
ら
制
裁
判

断
に
移
し
た
」
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
立
法
者
が
無
罪
判
決
を
法
精
神
医
学
的
保
護
へ
の
委
託
よ
り
有
利
な
処
分
だ
と
考

え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
現
行
の
刑
法
三

O
章
六
条
は
、

一
九
九
一
年
の
改
正
で
刑
法
と
精
神
医
学
と
に
共
通
の
深

刻
な
精
神
障
害
と
い
う
概
念
を
定
め
た
こ
と
を
引
継
い
で
い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
規
定
と
比
較
し
た
と
き
、
「
同
等
状
態
」
の
削
除

を
除
い
て
相
違
は
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
何
も
定
め
て
い
な
い
。
こ
こ
に
、
立
法
の
欠
陥
が
あ
り
、
こ
の
欠
陥
を
際
立

た
せ
た
の
が
ブ
リ
ン
ク
事
件
で
あ
る
。

結
論
的
に
、
作
業
グ
ル
ー
プ
は
現
行
の
制
度
に
近
い
方
法
を
考
え
、
行
為
時
の
深
刻
な
精
神
障
害
を
要
件
と
す
る
法
律
効
果
を
拘

禁
禁
止
と
す
る
の
で
な
く
、
拘
禁
以
外
の
制
裁
の
適
用
と
す
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
行
為
時
の
深
刻
な
精
神
障
害
は
、
裁
判
時
に
拘

禁
以
外
の
制
裁
を
選
択
す
る
要
件
に
な
る
と
し
た
。
こ
れ
を
基
本
的
立
場
と
し
て
以
下
の
草
案
（
一
部
省
略
）
を
提
出
し
て
い
る
。

A
．
刑
法
二
九
章
三
一
条
一
項
に
六
号
を
追
加
す
る
こ
と
。

第
三
条

刑
罰
価
値
の
判
断
の
際
の
減
軽
事
情
と
し
て
は
、

一
定
の
場
合
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と
と
も
に
、
特
に
以
下
の

事
項
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
な
い
し
五
編
略
）

六
、
被
告
人
が
深
刻
な
精
神
障
害
の
結
果
、
行
為
の
内
容
を
洞
察
し
も
し
く
は
そ
の
洞
察
に
自
ら
の
行
動
を
適
合
さ
せ
る
能
力
を
強
く



減
殺
し
て
い
た
か
。

（
第
二
項
編
略
）

B
．
刑
法
三

O
章
六
条
を
以
下
の
よ
う
に
改
正
す
る
こ
と
。

第
六
条

深
刻
な
精
神
障
害
の
影
響
の
下
に
罪
を
行
っ
た
者
に
は
、
制
裁
の
選
択
に
関
し
て
以
下
の
事
項
を
適
用
す
る
。

一
、
裁
判
所
は
、
第
一
に
被
告
人
の
保
護
の
必
要
性
を
充
足
す
る
制
裁
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
拘
禁
は
、
罪
の
刑
罰
価
値
及
び
そ
の
他
の
事
情
に
て
ら
し
て
そ
の
明
白
な
理
由
が
存
在
す
る
場
合
に
の
み
こ
れ
に
処
す
こ
と
が
で

仁）

き
A

」マ。。

スウェーデンの精神障害犯罪者に対する刑法上の処分（坂田

三
、
被
告
人
が
深
刻
な
精
神
障
害
の
結
果
、
行
為
の
意
味
を
洞
察
し
も
し
く
は
そ
の
洞
察
に
自
ら
の
行
動
を
適
合
さ
せ
る
能
力
を
欠
如

し
て
い
た
場
合
、
刑
法
第
コ
二
章
又
は
第
三
二
章
第
一
条
に
よ
る
特
別
保
護
へ
の
委
託
以
外
の
制
裁
を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

但
し
、
被
告
人
が
右
の
行
為
と
関
連
し
て
、
酪
町
又
は
そ
の
他
の
同
様
な
方
法
に
よ
っ
て
能
力
の
欠
如
を
自
ら
招
い
た
場
合
に
は
こ

の
限
り
で
な
い
。

四
、
第
一
項
な
い
し
第
三
項
の
適
用
に
あ
た
り
、

い
か
な
る
制
裁
に
も
処
す
べ
き
で
な
い
と
認
め
る
場
合
、
被
告
人
は
制
裁
を
免
除
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

c．
刑
法
三
一
章
三
条
三
項
を
以
下
の
よ
う
に
改
正
す
る
こ
と
。

第
三
条

（
第
一
項
及
び
第
二
項
編
略
）

被
告
人
の
過
去
の
罪
に
て
ら
し
て
又
は
そ
の
他
の
特
別
な
理
由
に
よ
り
必
要
な
場
合
、
裁
判
所
は
、
法
精
神
医
学
的
保
護
へ
の
委
託
に

併
科
し
て
、
他
の
制
裁
を
言
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
拘
禁
又
は
他
の
特
別
保
護
へ
の
委
託
を
言
渡
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
述
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べ
た
こ
と
は
、
第
三

O
章
第
六
条
第
三
号
第
一
文
が
適
用
さ
れ
る
事
件
に
は
適
用
し
な
い
。



（
以
下
編
略
）

刑事法
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Z
E
3ヨ咽出回－
h
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∞l
司
・
こ
の
事
件
は
一
九
九
四
年
に
酪
町
状
態
で
七
人
の
殺
人
と
三
人
の
殺
人
未
遂
を
犯
し
た
男
性

の
事
件
で
、
最
高
裁
判
所
が
終
身
拘
禁
の
判
決
を
下
し
て
終
了
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
判
決
の
中
で
最
高
裁
判
所
は
、
一
九
九
一
年
の
刑

法
改
正
で
刑
法
と
精
神
医
学
的
強
制
保
護
に
関
す
る
法
律
・
法
精
神
医
学
的
保
護
に
関
す
る
法
律
と
の
間
で
「
深
刻
な
精
神
障
害
」
概
念
に
食
違
い

の
生
じ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
「
マ
テ
ィ
ア
ス
・

F
の
事
案
で
は
精
神
病
的
性
質
の
酪
町
に
よ
る
状
態
が
急
速
に
崩
壊
し
た
の
で
、
結
論
は
、
明
白
に
深

刻
な
罪
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
制
裁
と
し
て
拘
禁
も
法
精
神
医
学
的
保
護
も
問
題
に
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
0
2
0口

N
o
s
hゆ

ζ
同岨

zz－
3
F
∞・

3
・
）
」
と
し
て
、
基
本
的
な
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
同
様
な
判
例
は
、
二

O
O
三
年
か
ら
二

O
O
四
年
に
か
け
て
起
き
た

詐
欺
と
会
計
帳
簿
罪
に
つ
い
て
も
生
じ
、
被
告
人
が
自
殺
の
お
そ
れ
の
あ
る
う
つ
病
の
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
に
一
二

O
章
六
条
の
適
用
を
す
べ
き
か
否

か
が
問
題
だ
と
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
は
、
被
告
人
の
深
刻
な
精
神
障
害
と
犯
罪
行
為
と
の
聞
に
因
果
関
係
が
存
在
し
な
い
と
し
て
、
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仁）スウェーデンの精神障害犯罪者に対する刑法上の処分（坂田

禁
で
終
わ
っ
て
い
る
（
Z
F
N。
C
H
E－－

gム
玄
・
）
。
他
に
、
同
様
な
事
件
が

Z
』〉

Noo
－
－
回
目
・
∞
志
向
に
あ
る
が
、
こ
の
事
例
で
は
、
拘
禁
禁
止
が
肯
定

さ
れ
て
保
護
観
察
が
言
渡
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
重
要
な
理
由
は
、
酪
町
が
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（

U
P
∞
・
き
∞
め
と
。
注

（
却
）
参
照
。

（
竹
刀
）
∞
C
C
M。。
N
・凶咽回・

3
・
草
案
二
条
の
二
の
規
定
は
以
下
の
通
り
。

「
あ
る
行
為
は
、
深
刻
な
精
神
障
害
、
一
時
的
な
錯
乱
状
態
、
重
い
発
達
障
害
又
は
深
刻
な
痴
呆
状
態
の
結
果
行
為
の
内
容
を
洞
察
し
も
し
く
は
そ

の
洞
察
に
自
ら
の
行
動
を
適
合
さ
せ
る
能
力
を
欠
如
し
て
い
た
者
に
責
任
を
も
た
ら
さ
な
い
。

今
述
べ
た
こ
と
は
、
行
為
者
が
そ
の
行
為
に
関
連
し
た
自
ら
酪
町
又
は
そ
の
他
の
同
様
な
方
法
で
能
力
の
欠
如
を
招
い
た
場
合
に
は
こ
れ
を
適
用

し
な
い
。
」
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刑事法

五

改
正
法
の
成
立
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冒
頭
に
掲
げ
た
政
府
提
出
法
律
案
は
、
前
述
の
覚
書
の
内
容
を
更
に
整
理
し
た
形
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
政
府
提
出

法
律
案
も
刑
事
責
任
能
力
及
び
社
会
防
衛
措
置
に
つ
い
て
は
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
責
任
能
力
概
念
の
採
用
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と

い
っ
て
よ
い
。
法
律
案
の
提
出
理
由
の
冒
頭
に
「
深
刻
な
精
神
障
害
犯
罪
者
に
対
す
る
制
裁
の
改
革
は
限
定
的
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

改
革
は
、
制
裁
決
定
の
柔
軟
性
の
増
加
を
目
指
し
、
そ
れ
を
通
し
て
罪
刑
の
均
衡
の
判
断
に
大
き
い
余
地
を
設
け
、
同
時
に
個
人
の

保
護
の
必
要
性
を
考
慮
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
じ
と
政
府
の
判
断
を
述
べ
、
そ
れ
に
続
け
て
刑
事
責
任
能
力
概
念
の
復

活
を
含
め
て
深
刻
な
精
神
障
害
犯
罪
者
に
関
す
る
規
則
の
包
括
的
な
改
革
の
必
要
性
を
承
認
す
る
が
、
制
裁
制
度
、
矯
正
保
護
、
法

精
神
医
学
的
保
護
の
相
互
関
係
な
ど
複
雑
な
問
題
が
あ
り
、
改
革
の
実
現
を
将
来
に
委
ね
る
と
し
て
い
る
。
特
に
限
定
的
な
改
革
を

今
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
提
案
は
、
ご
く
少
数
で
も
問
題
事
例
が
生
じ
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
と
し
て
、
法
律
の
欠
陥
を
修
復

す
る
た
め
に
法
改
正
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。

次
に
、
深
刻
な
精
神
障
害
犯
罪
者
を
拘
禁
に
処
す
る
こ
と
を
政
府
提
案
は
是
認
す
る
。
即
ち
、
拘
禁
禁
止
に
関
す
る
規
定
を
改
正

す
る
理
由
を
、
精
神
責
任
委
員
会
の
答
申
及
び
立
法
覚
書
吉
田
忠
ヨ
一
凶
）
の
意
見
を
受
容
れ
、
深
刻
な
精
神
障
害
の
結
果
、
行
為

の
内
容
を
洞
察
し
も
し
く
は
そ
の
洞
察
に
自
ら
の
行
動
を
適
合
さ
せ
る
能
力
を
欠
如
す
る
場
合
を
除
い
て
、
拘
禁
に
処
す
る
の
を
認

め
る
が
、
そ
れ
に
は
明
白
な
理
由
を
求
め
、
ま
ず
拘
禁
以
外
の
制
裁
の
適
用
を
優
先
す
る
。
明
白
な
理
由
の
判
断
に
当
た
っ
て
考
慮

す
べ
き
事
項
は
、
改
正
法
律
案
の
文
言
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
法
定
さ
れ
て
い
る
。

政
府
提
出
法
律
案
は
、
改
正
内
容
を
更
に
最
も
精
神
障
害
の
大
き
い
犯
罪
者
と
自
ら
招
い
た
精
神
障
害
、
刑
罰
価
値
と
精
神
障
害
、

法
精
神
医
学
的
保
護
の
確
定
判
決
の
再
審
査
、
及
び
法
精
神
医
学
的
基
礎
に
項
目
を
分
け
て
、
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
提
出
し

た
法
律
案
の
各
規
定
ご
と
に
注
釈
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
詳
細
を
述
べ
る
こ
と
は
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
。



政
府
提
出
法
律
案
は
、
平
成
二

O
年
五
月
に
議
会
の
法
務
委
員
会
で
承
認
さ
れ
、
同
年
七
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。
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れ
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回
目
・
己
目
以
に
よ
る
と
、
現
在
矯
正
保
護
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
の
七

O
%
は
精

神
病
質
者
で
あ
り
、
五
人
に
一
人
は
抗
う
つ
剤
の
投
与
を
受
け
て
い
る
な
ど
、
受
刑
者
及
び
社
会
内
保
護
の
対
象
者
中
の
精
神
障
害
者
の
比
率
は
大

き
く
、
こ
れ
ら
の
者
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
処
遇
が
各
矯
正
管
区
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
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／、

お
わ
り
に

以
上
平
成
二

O
年
に
行
わ
れ
た
精
神
障
害
犯
罪
者
に
対
す
る
刑
法
上
の
制
裁
に
関
す
る
法
律
改
正
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
紹
介

し
た
。
問
題
の
端
緒
は
、
筆
者
の
推
測
で
は
一
九
九
五
年
二
月
一
三
日
の
最
高
裁
判
所
の
判
決
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
後
に
筆
者

が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
法
医
学
庁
（

E
R
g
o任。
E
－g件。件）
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
事
務
所
を
訪
問
し
た
際
、
こ
の
問
題
に
ふ
れ
た
資
料
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を
受
取
っ
た
。
今
回
参
照
し
た
刑
事
責
任
調
査
会
は
、

一
九
九
四
年
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
調
査
中
に
前
記
の
判
決
が
出
て
い



る
。
そ
れ
に
符
合
す
る
か
の
よ
う
に
答
申
は
二
分
さ
れ
て
い
て
、
精
神
障
害
犯
罪
者
の
問
題
が
後
半
部
分
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
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し
て
、
こ
れ
を
受
け
て
精
神
責
任
委
員
会
の
包
括
的
か
つ
詳
細
な
答
申
が
出
さ
れ
た
と
筆
者
は
推
測
す
る
。

今
回
の
改
正
で
は
刑
法
三

O
章
六
条
の
拘
禁
禁
止
の
規
定
に
絡
む
問
題
の
み
が
改
正
の
対
象
と
な
っ
た
。
刑
事
責
任
能
力
概
念
の

復
活
は
見
送
ら
れ
た
。
被
告
人
が
深
刻
な
精
神
障
害
の
結
果
、
行
為
の
内
容
を
洞
察
し
も
し
く
は
そ
の
洞
察
に
自
ら
の
行
動
を
適
合

さ
せ
る
能
力
を
強
く
減
殺
し
て
い
た
場
合
に
無
罪
と
い
う
選
択
肢
は
と
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
社
会
防
衛
措
置
に
関
す
る
立
法
も

見
送
ら
れ
た
。
刑
事
責
任
無
能
力
者
に
対
す
る
措
置
と
な
り
得
る
処
分
の
新
設
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

加
え
て
、
二

O
O
三
年
九
月
一
一
日
に
は
外
務
大
臣
の
暗
殺
事
件
が
発
生
し
、
そ
の
後
精
神
障
害
犯
罪
者
対
策
が
熱
心
に
論
じ
ら

れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
二

O
O
ゴ
一
年
一
一
月
に
設
置
さ
れ
た
中
央
精
神
医
学
協
力
体
（
Z
呂

go
－－宮ユ
E
ユ’

E
5
2含
B
m）
は
、
同
じ
年
に
こ
の
暗
殺
事
件
を
含
め
て
、
五
件
の
悲
劇
が
発
生
し
た
と
、
そ
の
英
文
要
約
の
中
に
記
し
て
い
る
。

こ
の
協
力
体
に
よ
る
調
査
の
一
つ
に
精
神
医
学
的
強
制
保
護
に
関
す
る
法
律
の
改
正
が
あ
り
、
精
神
医
学
的
強
制
保
護
を
開
放
保
護

と
閉
鎖
保
護
に
二
分
す
る
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
平
成
二

O
年
五
月
に
議
会
の
承
認
が
得
ら
れ
、
同
年
九
月
に
施
行
さ
れ

た
。
こ
の
改
正
は
法
精
神
医
学
的
保
護
に
お
い
て
閉
鎖
的
保
護
と
開
放
的
保
護
の
区
別
を
導
入
す
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
点
に
の
み

触
れ
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
に
、
精
神
障
害
犯
罪
者
に
対
す
る
処
遇
の
問
題
が
解
決
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
刑
事
責
任
調
査
会
及
び
精
神
責
任

委
員
会
の
提
出
し
た
答
申
に
対
す
る
本
格
的
な
検
討
は
、
多
分
こ
れ
か
ら
な
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
刑
事
責
任
調
査
会
は
も
と
も

と
刑
法
の
総
論
部
分
で
生
じ
る
問
題
点
を
検
討
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
二
年
に
制
定
さ
れ
た
現
行
刑
法
の
四

O
年

の
経
験
は
、
新
し
い
刑
法
を
求
め
て
こ
れ
か
ら
大
改
正
へ
と
動
い
て
行
く
か
も
し
れ
な
い
。
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仁）スウェーデンの精神障害犯罪者に対する刑法上の処分（坂田
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